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「学び」と「育ち」をつなぐ小中一貫教育が各中学校ブロックで推進されています。中学校の先生が

小学校で教える「乗り入れ授業」や、小中学校の先生が合同で研修をする機会も増えてきています。

令和５年度の小中一貫教育完全実施に向けて、今年度末までに、小中一貫教育を行う中学校ブロッ

クで、それぞれの学園名（愛称）を決定します。保護者や地域の皆様に、学園名を募集したり、児童会・

生徒会で考えたりと、中学校ブロックで工夫をして決めていきます。それぞれの中学校ブロックにふさ

わしい学園名が決まることと思います。ご理解とご協力をお願いします。

「広報かさおか」7月号では、笠岡市

内の各中学校ブロックで実践された令

和 3年度の小中一貫教育の取り組みを

紹介しています。北川小学校の小中連

携教育、島嶼部の特色ある取り組みも

紹介しています。

是非、記事をお読みいただければ

と思います。

中学校の英語へスムーズにつなぐ乗り入れ授業

今年度、各中学校ブロックで、いろいろな教科の乗り入れ授業が行われています。その中で

も、中学校の英語の先生が小学校の外国語を教える場面が増えてきています。友達や先生と「話

す（やりとりする）」活動では、ＡＬＴの先生も加わって補助しています。中学校になると、小

学校のときより学習内容の量も時間数も増えてくるので、「英語ぎらい」を生まないように、小

学校の高学年の外国語の授業で、小中の教員が一緒に指導の仕方を協議したり、指導内容のつな

がりを確認したりして、スムーズな学習のつながりとなるようにしています。

大島小学校 6年生の外国語の授業の様子



小中一貫教育に取り組む先生たちの姿

～笠岡西中学校の授業を小学校の先生が参観～

６月８日（水）、笠岡西中学校では、全クラスで授業公開が行われ、中学校区の小学校（笠岡小

学校、今井小学校、大井小学校）の先生方が参観しました。中学生は、小学校の時にお世話になっ

た先生方に、成長した自分の姿を見てもらい、少し誇らしげな表情でした。

授業後、授業をした先生と参観した先生方で、小学校と中学校の学習のつながりや指導方法に

ついて話し合いました。子供たちに確かな学力を身に付けさせる授業づくりに励んでいます。

５月 19日（木）、大島中学校ブロックでは、大島小学校、大島中学校の先生方が合同で研修会

を開催しました。岡山大学の准教授 中山芳一先生を講師に迎えて、「学力テストで測れない非認

知能力を学校で伸ばすために」という演題で講演を聞きました。笠岡市内の他の中学校ブロック

の先生方も多数オンラインで研修に参加しました。

非認知能力とは、「自分を高める力（意欲・向上心、自信……など）」、「自分と向き合う力（自制

心、忍耐力、回復力……など）」、「他者とつながる力（コミュニケーション力、共感性、社交性・

協調性……など）」です。この非認知能力を伸ばすことによって、中学校ブロックでめざす子供像

に近づけていこうとしています。

～大 島 中 学 校 ブロ ッ ク 小 中 合 同 研 修 会 ～


